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母
校
の
思
い
出
を刻
み
 

川
倉
小
一裏

呈
十
五
年
の
歴
史
に
幕
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歴
代
P
T
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会
長
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感
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萄
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広報力腐ぎ万家g月骨叫  

川
倉
小
学
校
の
閉
校
式
が
二
月

二
十
六
日
、
同
校
体
育
館
で
行
わ

れ
、
全
児
童
三
十
六
名
と
保
護
者

と
関
係
者
、
地
域
住
民
ら
約
百
五

十
名
が
母
校
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
 

別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
 

式
典
で
鳴
海
町
長
は
 
「長
い
歴

史
と
伝
統
を
築
き
上
げ
た
先
人
の

偉
業
や
教
育
関
係
者
と
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
に
感
謝
し
た
い
。
」
と

式
辞
を
述
べ
、
山
中
弘
行
教
育
委

員
長
の
閉
校
告
示
が
あ
り
、
歴
代

校
長
や
歴
代
P
T
A
会
長
な
ど
に

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

木
村
謹
文
西
北
教
育
事
務
所
長

と
中
谷
秀
八
町
議
会
議
長
の
来
賓

あ
い
さ
つ
後
、
黒
滝
洋
子
川
倉
小

学
校
長
は
子
ど
も
た
ち
に
「
人
間

味
溢
れ
る
思
い
や
り
や
自
信
と
誇
 

歴
代
校
長
へ
の
感
謝
状
 

り
を
持
っ

て
進
ん
で
ほ
し

い
。」
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
全
児
童
三
十
六
名
は
、
 

今
ま
で
の
思
い
出
を

『お
別
れ
の

こ
と
ば
』
で
呼
び
掛
け
あ
い
、
ま

た
『
さ
よ
な
ら
川
倉
』
の
歌
や
高

学
年
児
童
に
よ
る
津
軽
三
味
線
の

演
奏
を
披
露
し
、
母
校
と
の
別
れ

を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

保
護
者
と
出
席
者
た
ち
は
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
へ
の
感
謝
や
母

校
の
思
い
出
を
巡
ら
せ
て
い
ま
し

た
。
 

式
の
最
後
は
、
出
席
者
全
員
で

校
歌
斉
唱
し
、
百
二
十
五
年
の
長

い
歴
史
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
 

閉
校
式
典
に
参
加
し
た
中
谷
敬

三
さ
ん

（
昭和
四
十
五
年
度
卒
）
 

は
「
時
代
の
流
れ
と
は
い
え
、
川
 
 

倉
小
学
校
が
閉
校
に
な
る
こ
と
は

誠
に
残
念
で
す
。
こ
の
川
倉
小
学

校
の
歴
史
を
私
た
ち
の
誇
り
と
し

た
い
。」
 
と
寂
しそ
う
に
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
 

式
典
終
了
後
、
川
倉
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
会
場

を
移
し

て
、
 

『
川
倉
小
学
校
を
語

る
会
』
が
催

さ
れ
、
参
加
し
た
先
生
や
地
域
の

人
た
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校

生
活
や
当
時
の
学
校
を
懐
か
し
み
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
話
に
華
が
咲

い
て
い
ま
し
た
。
 

《
閉
校
記
念
碑
建
立
》
 

式
典
の
前
に
、
同
校
校
門
近
く

に
、
川
倉
小
学
校
校
歌
と
そ
の
歴

史
と
旧
校
舎
の
写
真
が
刻
ま
れ
た

閉
校
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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旧
津
島
家
住
宅
が
国
重
要
文
化

財
に
指
定

（
平
成
十
六年
十
二
月

十
日
）
さ
れ
た
記
念
と
し
て
、
一
一

月
二
十
日
、
太
宰
治
記
念
館
「
斜

陽
館
」
 
大広
間

で
、
記
念
講
演

会

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
 

太
宰
フ
ア
ン
や
関
係
者
な
ど
約

一
百
人
が集
ま
り
、
斜
陽
館
二
階

和
室
の
襖
の
一
枚
が
、
勝
海
舟
の

書
で
あ
る
こ
と
を
襖
の
落
款
な
ど

か
ら
裏
付
け
た
藤
元
徳
造
氏
（
五

所
川
原
市
在
住
）
に
よ
る
「
勝
海

舟
の
書
」
の
解
説
や
木
下
巽
教
育

長
に
よ
る
 
「津
島
家
の
ご
仏
壇
と

太
宰
」
 
につ
い
て
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
今
回
の
国
重
要
文
化
財

の
指
定
に
携
わ
っ
た
、
大
和
智
氏

が
旧
津
島
家
住
宅
「
国
重
要
文
化

財
と
し
て
の
位
置
づ
け
」
と
し
て
、
 

ろ
フ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
、
旧
津

島
家
の
建
築
住
宅
の
特
徴
を
事
細

か
に
説
明
を
し
て
い
ま
し
た
。
 

参
加
者
は
、
三
氏
の
貴
重
な
お
 

話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
当
日
の
斜
陽
館
は
、
講

演
会
が
始
ま
る
頃
か
ら
無
料
開
放

と
な
り
、
訪
れ
た
観
光
客
や
地
元

の
人
た
ち
で
、
館
内
は
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
 

大
和
智
氏
に
よ
る
記
念
講
演
 

者
、ス
り
房
ム・
）蕉
か
司
 

●

、
、
》す
雄
・
素
燭
吏
 

巧みな技術が駆使された 

旧津島家住宅に 

i喜iい訓三価 
!
 

指
定
書
を
受
け
る
角
田
助
役
 

金
木
家
庭
教
育
推
進

協
議
会
 

（
会
長
廿
木
下
巽
）
主
催
に
よ
る

子
育
て
学
習
会
が
三
月
四
日
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
出
席
 
 

者
十
五
名
は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。
 

学
習
会
の
テ
ー
マ
を
『
親
子
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
く

で
き
る
裏
ワ
ザ

ー
』
と
題
し
て
、
 

親
業
訓
練
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

能
正
幸
子
氏
（
弘
前
市
在
住
）
が
、
 

日
常
に
起
き
る
身
近
な
親
子
の
間

題
を
取
り
あ
げ
て
、
お
話
を
し
て

い
ま
し
た
。
 

能
正
幸
子
氏
は
、

「
子
ど
も
の

考
え
、
行
動
す
る
機
会
を
親
が
抑

え
て
い
る
。
親
の
価
値
観
で
接
し

て
い
る
。
子
ど
も
の
思
い
を
汲
み

取
っ
て
の
会
話
が
で
き
て
い
る
か
」
 

な
ど
を
出
席
者
と
対
話
し
な
が
ら
、
 

子
ど
も
が
出
し
て
い
る
サ
イ
ン
を

読
み
取
り
理
解
し
、
共
感
し
て
聞

く
方
法
、
親
の
気
持
ち
や
意
見
を

素
直
に
伝
え
る
方
法
や
親
子
の
気

持
ち
が
対
立
し
た
時
の
解
決
方
法

な
ど

『聞
く
こ
と
』
『話
す
こ
と
』
 

『対
立
を
解
く
こ
と
』
の
親
業
に

学
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
三
 

本
柱
を
力
説
す
る
先
生
の
お
話
に
、
 

出
席
者
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
小
さ
な
お
子
さ
ま
と

一

緒
に
出
席
す
る
お
母
さ
ん
の
た
め
 

に
、
二
階
の
和
室
で
は
、
子
育
て

メ
イ
ト
の
メ
ン
バ
ー
が
、
お
子
さ

ま
を
預
か
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
遊
び
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
 

~広鞭か倉ぎ万窮国月骨 
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我
が
家
の

食
卓
に
 

牟
乳
奄
 

金
木
地
区
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会

（
会
長
」
中村
リ
ツ

ェ
）
主
催
の
第
五
回
ふ
れ
あ
い
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
が
二
月
二
十
四

日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

成
田
敏
子
氏

（
五
所川
原
市
在

住
）
の
指
導
で
始
ま
っ
た
牛
乳

・

乳
製
品
利
用
料
理
講
習
会
は
、
事

前
に
用
意
さ
れ
た
食
材
で
『
ほ
う

れ
ん
草
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
』
『豚

肉
と
野
菜
の
牛
乳
煮
』
『ち
り
め

ん
じ
や
こ
の
ョ
ー
グ
ル
ト
サ
ラ
ダ
」
 

の
三
品
を
、
参
加
者
三
十
名
は
、
 

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
手
際
よ

く
調
理
し
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
完
成
し
た
三
品
を
昼

食
代
わ
り
に
美
味
し
く
召
し
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。
 

午
後
か
ら
は
、
弁
護
士
の
花
田

勝
彦
氏
に
よ
る
『
自
分
の
財
産
を

考
え
る
、
知
っ
て
お
き
た
い
相
続

の
話
亡
 
の
講
演
が
行
わ
れ
、
身

近
な
問
題
で
も
あ
る
財
産
の
相
続

の
お
話
に
メ
モ
を
執
っ
て
い
ま
し

た
。
 

牛
乳
・
乳
製品
利
用
料
理
の
中

か
ら
「
ほ
う
れ
ん
草
の
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
』
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
料

理
は
、
手
軽
で
野
菜
の
苦
手
な
お

子
様
に
も
お
勧
め
で
す
。
 

【
材
料
四
人
分
】
 

ほ
つ
れ
ん草
 

一
一〇
〇
9
 

食
パ
ン

（八
枚
切
り
）
 

一斤

パ
タ
ー
、
マ
ス
タ
ー
ド
 

少
々

ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
 

六
〇
9
 

ス
キ
ン
ミ
ル
ク
 
大
さ
じ
一
5
一
一

ロ
ー
ス
ハ
ム
 
四

枚

り
ん
ご
 

一
個

レ
モ
ン
汁
 

少
々

塩
 

《
作
り方
》
 

①
ほ
う
れ
ん
草
は
苑
で
て
、
よ
く
水

気
を
絞
って
ざ
く
切
り
にす
る
。
 

②
パ
ン
に
バ
タ
ー
と
マ
ス
タ
ー
ドを

薄
く
塗
っ
て
お
く
。
 

③
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズは
、
耐
熱
性
の

ボ
ー
ル
に入
れ
、
電
子
レ
ン
ジ
に

四
十
秒
か
室
温
で柔
ら
か
く
す
る
。
 

④
ス
キ
ン
ミ
ルク
を
湯
大
さ
じ
ー
で

溶
い
て
、
塩
少
々
を
混
ぜ
、右
記

③
の
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズに
加
え
て

練
り
合
わせ
る
。
 

⑤
パ
ン
に
右
記
m
]
）と
ロ

ー
ス
ハ
ム
を

挟
み
、
濡
れ
タ
オ
ル
で
包
み
、
ま

な
板
な
ど
で
重
石
を
し
て
、
具
を

落
ち
着
か
せ
る
。
 

⑥
右
記
⑤
を
半
分
に切
る
。
く
し
形

に
切
っ
た
り
ん
ごに
レ
モ
ン
汁
を

か
け
て
添
え
る
。
 

調理する参加者 
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第46回金木町民スキー大会兼第4回北奥羽学童ジャンプ大会成績 

校校校

校校 

学噂学

学学 

勧

鍛鰍 

嘉喜喜

川嘉 

【リレー競技】 

ト男子 1位 
2位 

ト女子 1位 
2位 
3 位 

第4回北奥羽学童ジャンプ大会 

1位＝秋田県 
馬測 源（大湯小） 

2 位＝秋田県 
畠山 星羅（大葛小） 

3 位＝秋田県 
馬測 点（大湯小） 

4 位＝岩手県 
佐藤 元気（田山小） 

5 位＝青森県 
神島 実孟（嘉瀬小） 

6 位＝秋田県 
高山 大史（生保内小） 

第46回金木町民スキー大会 3位 秋元 翼（金木小〕 
ト女子 6年 

1位 伊丸岡知美（喜良市小） 
2 位 津島 千秋（喜良市小） 
3 位 岡田 瑞希（喜良市小） 

3位 田中 千智（嘉瀬小） 
ト男子 6 年 

1位 深田 拳（嘉瀬小） 
2 位 木下 誉也（嘉瀬小） 
3位 工藤 祝（嘉瀬小） 

ト女子 6 年 
1位 古川亜沙美（喜良市小） 
2 位 山田 千明（金木小） 
3 位 梶浦枝里奈（川倉小） 

ト中学校男子 
1位 野宮 優作（金木南中） 
2 位 黒川 友喜（金木南中） 
3 位 平川 卓弥（金木南中） 

【ジャンプ競技】 

ト男子低学年 
1位 古家 絵杜（喜良市小） 
2 位 小倉 千佑（嘉瀬小） 
3位 木下 雄登（嘉瀬小） 

ト女子低学年 
1位 小野さやか（喜良市小） 

ト男子 4 年 
1位 神島 実孟（嘉瀬小） 
2 位 西村 彰記（喜良市小） 

ト男子5 年 
1位 今 ー樹（嘉瀬小） 
2位 平川 怜（嘉瀬小） 
3 位 桜庭 翻平（喜良市小） 

ト男子 6 年 
1位 木下 誉也（嘉瀬小） 

艮
良
良
 
良
科
餌
 

良
良
良
 
月

良
 

裕真（嘉瀬小） 
怜（嘉瀬小） 

尚之（喜良市小） 

愛菜（喜良市小） 
美貴（喜良市小） 
杏奈（嘉瀬小） 

千穂（川倉小） 
観月（川倉小） 

夢月（川倉小） 
佳子（嘉瀬小） 
樹羅（喜良市小） 

実孟（嘉瀬小） 
裕雅（川倉小） 
佑介（喜良市小） 

朗（喜良市小） 
菜那（嘉瀬小） 
祐美（川倉小） 

一樹（嘉瀬小） 
琢磨（喜良市小） 
啓太（川倉小） 

亮太（川倉小） 
勇太（喜良市小） 
智也（川倉小） 
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第
四
十
六
回
金
木
町
民
ス
キ

ー
 

大
会
と
第
四
回
北
奥
羽
学
童
ジ
ャ

ン
プ
大
会
が

二
月
十
三
日
、
嘉
瀬

ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
、

四
種
目
に
、
 

参
加
し
た
百
七
十
名
の
選
手
た
ち

が

一
秒
で
も
早
く
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
、
 ー
メ
ー
ト
ル
で
も
遠
く
に
飛

ぶ
た
め
、
精
い
っ
ぱ

い
競
い
合
っ

て
い
ま
し
た
。
 

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

―田丁民スキ・ー大会― 

北奥羽学童 



~●スポーツ賞 21名 

L●文 化 賞 7名・2団体 

スポーツ
文 化 

●当・
貝 
●晋・
貝 

《受賞者代表謝辞》  
白川康靖くん 田中大樹くん 

文 化 賞 

金木町文化賞・スポーツ賞授与式 

平成16年度金木町スポーツ賞受賞者―覧 

0白 川 康靖（金木小学校6年）相 撲 
第 7回県小学生相撲大会（個人戦 6年の部）優勝など 

0前 田 尋斗（金木中学校1年〉相 撲

第25回東北中学校相撲大会 団体優勝など 

0成 田 勝 哉（金木中学校1年）相 撲

第25回東北中学校相撲大会 団体優勝など 

0野 上 	怜（金木中学校2年）相 撲

第25回東北中学校相撲大会 団体優勝など 

0 津 島 祐 希（金木中学校3年）相 撲

第25回東北中学校相撲大会 団体優勝など 

0中 村 陽 仁（金木町相撲協会）相 撲 

第59回国民体育大会相撲競技（成年男子B）団体優勝 

0増 田 匡 紀（中里中学校講師）相 撲 
第59回国民体育大会相撲競技（成年男子B）団体優勝 

0川 嶋 沙耶佳（金木小学校4年）柔 道 

第相回青森県少年学年別柔道選手権大会兼全国大会出場予選会（個人女子 4 
年の部）優勝など 

0田 中 千 智（嘉瀬小学校5年）柔 道 

第的回青森県少年学年別柔道選手権大会兼全国大会出場予選会（個人女子 5 
年の部）優勝むど 

0逢 坂 和 志（五所川原第一高校2年）剣 道 

平成16年度国民体育大会東北プロック大会兼第引回東北総合体育大会剣道競 
技（少年男子の部）第2 位 

0石戸谷 千 尋（五所川原第一高校 1年）少林寺拳法 

第57回青森県高等学校総合体青大会少林寺拳法競技（規定団体演武の部）優 
勝 

0工藤 琴栄（五所川原第一高校1年）少林寺拳法 

第57回青森県高等学校総合体育大会少林寺拳法競技（規定団体演武の部）優勝 

0荒 関 有 麻（五所川原第ー高校2年｝少林寺拳法 

平成笛年度青森県高等学校少林寺拳法新人大会（女子団体演武の部）優勝 

0大佐賀 翼（金木中学校3年）陸 上 

第25回東北中学校体育大会陸上競技大会（男子走り高尉にy) 第 S 位 1rn83 

0小山内亜梨沙（金木南巾学校3年）陸 上 

第25回東北中学校体育大会陸上競技大会（ 3年女子1叩nl）第 B 位 12 "77 

0中 西 龍太郎（青森山田高等学校2年〕ゴルフ 

青森県ゴルフ選手権大会国体予選会（高校男子の部）優勝 

0黒川 友 喜（金木南中学校2年｝スキー 

第55回青森県中学校体育大会冬季スキー競技大会 男子総合優勝など 

0野宮 優作（金木南中学校2年〕スキー 

第55回青森県中学校体育大会冬季スキー競技大会 男子総合優勝 

0平 川 卓弥（金木南巾学校］年〕スキー 

第55回青森県中学校体育大会冬季スキー競技大会 男子総合優勝 

0飯 塚 緑（東奥義塾高等学校3年）スキー 

平成17年青森県スキー選手権大会（女子GS・ SL）優勝 3冠達成など 

0伊藤 徳 治（金木町ソフトポール協会〕 ソフトボール 

長年にわたり金木町ソフトポール競技の普及に貢献。平成 6 年からは管内小
学生の指導者として学校体育振興発展にも貢献。現在も小学生の指導に励ん
でいるo 

金木町スポーツ賞S回以上受賞者ー覧表 

0白 川 康靖（金木小学校6年）相撲 12・協一 14' 15・恰年度受賞 

平成16年度金木町文化賞受賞者―覧 

0木村 玲伽（金木小学校4年） 

平成16年度 東奥書道誌上展特選（青森県書道連盟主催） 
特選者による席書大会 最高賞 温知会賞 受賞 

0伴 真愛子（嘉瀬小学校3年） 

矧9回防災ボスターコンクール 入選（内閣府・防災週間推進協議会主催） 

0喜良市小学校 
第43回青森県健康教育発表大会 アトラクションなど 

0田 中 大 樹｛金木中学校 l年） 

第54回社会を明るくする運動・作文コンテスト・中央実施委員会委員長賞 
（優秀賞） 

0三 味 線 部（金木高等学校｝ 

第28回全国高等学校総合文化祭（徳島県で開催）県代表として出場し、文化 
連盟賞受賞など 

01「1 村 友 紀（木遺高Ili力分校3学年） 

第19回全国高等学校文芸コンクール俳句部門入選（社団法人全国高等学校文 
化連盟主催）むど 

0 山 中 イツ子（嘉瀬奴踊保存会〕 

嘉瀬奴踊の保存、伝承を図るため、嘉瀬小学校・金木南中学校生を育成して 
いる。保存会で33年問活動。 

0 花 田 柾五郎（金木短歌会〕 

青森県歌人懇話会創立50周年記念式典において振興、発展寄与による功労賞 

0櫛引 八千代（金木川柳の会） 

川柳の普及‘発展に努め、深浦町教育委員会の委嘱を受け公民館の」~脚講座 
で指導にあたるむど~脚を通しての文芸活動に尽力。 

と
二
団
体

（学
校
）
に
賞
状
や
メ

ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 
 

式
で
は
、
山
中
弘
行
町
教
育
委

員
長
が

「受
賞
を
契
機
に
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
 
と

あ
い
さ
つ
し
、
鳴
海
町
長
が

「愛

と
感
動
を
与
え
続
け

て
く
だ
さ

い
。」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 
 

ま
た
、
田
中
大
樹
く
ん

（
金木

中
一
年
）
と
白
川
康
靖
く
ん

（
金

木
小
六
年
）
が

「作
文
に
書
い
た

よ
う
に
、
周
り
の
人
へ
の
思
い
や

り
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
ま
す
。」
 
「来
年
は
、
新
五
所
川

原
市
で
ス
ポ
ー
ッ
賞
を
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
」
と
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
者
の
代
表
謝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。
 
 

スポーツ賞  

平
成
十
六
年
度
の
金
木
町
ス
ポ
 

ー
ッ
賞
と
文
化
賞
の
授
与
式
が
三

月
八
日
、
町
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
、
町
の
ス
ポ
ー
ッ

・
文
化
の
振

興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
二
十
八
名
 

(
 

コI互J
広職か倉ぎ万家g月骨 



同

γ
 

加
藤
 
磐
議
員
 

＠
金
木
病
院
の
経
営
改
善
及
び
機
能
強
化
対
策

に
つ
い
て
 

「
金
木
・
中里
町
か
らの
繰
り出
し
額
の
大

幅
な
増
加
投入
を
見
込
めな
い
現
状
か
ら
、高

齢
化
の
進
む
住
民
の
ニー
ズ
に
あ
っ
た
質
の
高

い
医
療
と
地
域
福
祉
の
拠
点
的
役
割
を
果
た
す

た
め
に
、町
長
は
ど
の
よ
う
な
改
善
策
を
お持

ち
で
す
か
。
具
体
的
に
お
聞
か
せく
だ
さ
い
。」
 

【
答弁
】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「病
院
の
経
営
改
善及
び
機
能
の
強
化
策
に

つ
い
て
は
、
杉
山
院
長
は
じ
め
、
両
町
の
議
員

が
日
夜
努力
し
て
い
る
。
近
年
は
、
保
険
税
の

負
担
増
で患
者
が
減
少
し
て
いる
。
個
人
病
院

と
違
い
、自
治
体
病
院
は
収
益
のな
い
科
も
取

り
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
私
は
、
収
益
よ

り
も
福
祉
の
一
環
と
し
て病
院
が
保
っ
て
い
か

な
け
れ
ばい
け
な
い
と
思
って
い
ま
す
。
ま
た
、
 

十
一
月
ニ
日
か
ら
、療
養
型
を
ニ
階
に設
置
し
、
 

少
し
で
も
収
益
を
上
げよ
う
と
し
て
い
ま
すピ

⑥
金
木
病
院
長
と
事
務
長
に
つ
い
て
 

「
院長
と
事
務
長
を交
代
し
、体
制
を
一
新

す
る
考
え
はな
い
か
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
失
態
とか
い
ろ
い
ろ
な
悪
い
とこ
ろ
が
あ

る
の
で
あれ
ば
、
交
代
も
や
ぶ
さ
か
で
ご
ざい

ま
せ
ん
が
、何
も
な
い
も
の
を
代
え
る
の
は
。
 

軽
は
ず
み
な
答
弁
は
差
し
控
え
た
い
と
思
い
ま

す
。」
 

＠
頭
部
に対
す
る
C
T
写
真
に
つ
い
て
 

「検
査
結
果判
明
ま
での
時
間
が従
来
平
均

七
5
十
日
間
か
か
って
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す

が
、
現
在
は
、ど
れ
く
ら
い
短
縮
さ
れ
た
の
か

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。」
 

【
答
弁】
 

◆
健
康
福
祉
課
長
 

「
患者
に
よ
って
違
い
ま
す
。ま
た
医
療
行

為
に
つ
き
ま
す
の
で
、回
答
は
で
き谷
い
と
い
 

ー
つ
こ
と
で
す
。」
 

＠
旧
金
木
川
の
整
備
（洪
水
、景
観
、衛
生
）の

対
応
策
につ
い
て
 

「
金木
川
改
修
工
事
を促
進
す
る
た
め
、当

面
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
を
伺
い
た
い
。」
 

【答
弁
】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
県
の財
政
事
情
を
考
え
て
み
ま
し
て
も
、
 

一
日
も
早
く
一
致
点
を
みい
だ
し
て
、
早
い
時

期
に
着
工
を
お
願
い
した
い
と
思
い
ま
す
。」
 

＠
土
の
う
の
更
新
につ
い
て
 

「
昨年
の
洪
水
の
と
き
に
使
用
し
た
土
の
」
っ

が
老
朽
化
し
て
いま
す
。
来
春
の
融
雪
増
水
に

対
応
す
る
た
め
に
補
強
が必
要
と
思
いま
す
が

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」
 

【
答
弁】
 

◆
建
設
課
長
 

「
土
のう
を
見
て
、
本
当
に
す
ぐ
破
れ
る
も

の
で
あ
った
ら
更
新
を
お
願
い
した
い
と
思
い

ま
す
。」
 

⑥
金
木
川
流
域
内
に
つ
い
て
 

「
流
域内
の
瀧
木
の伐
採
、
清
掃
を
急
ぐべ

き
と
思
い
ま
す
がい
か
が
で
し
ょ
う
か
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
建
設
課
長
 

「
県
では
、
河
床
工
事
と
し
て
、被
害
に
あ

っ
た
川
端
町
か
ら
順
次
進
め
て
い
ま
す
。今
年

は
、
こ
め
米
ロー
ド
に
架
か
る
橋
の
上
流ま
で
、
 

順
次
下
流
の
方へ
進
め
て
い
きた
い
。
と
い
う

こ
と
で
す
。」
 

＠
金
木
町
の
林
道台
帳
が
な
い
が
、そ
の
理由

と
対
策
に
つ
い
て
 

「
金木
町
に
は
、
林
道
に
関す
る
台
帳
が整

備
さ
れ
て
お
りま
せ
ん
。
そ
の
理
由
と
今
後の

台
帳
整
備
の道
筋
を
聞
か
せ
てく
だ
さ
い
。」
 

【
答
弁】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
林
道は
、
こ
の
町
に
と
って
大
事
です
。
 

非
常
に
財
政
が
厳
し
く
、
今
で
も
予
算
編
成
に

盛
る
の
は
苦
慮
して
お
り
ま
す
。新
市
に
お
い

て
早
期
に作
成
す
る
こ
と
で粘
り
強
く
頑
張
っ

て
い
く
所
存
で
あ
り
ます
己
 

⑥
森
林
資
源
の
保
全
に
つ
い
て
、
合
併
に
向
け
 
 

て
金
木
町
は
どの
よ
ーっ
な
構
想
を
お持
ち
な

の
か
お聞
か
せ
願
い
た
い
。
 

【
答弁
】
 

◆
農
林
課
長
 

「
十
四
年度
に
金
木
町
で作
成
し
て
お
り
ま

す
森
林
整
備
計
画
があ
り
、
そ
の
中
に山
地
の

災
害
防
止
対
策
、水
源
酒
養機
能
の
増
進
と
い

う
こ
と
も
考
え
て
お
りま
す
。
森
林
と
人
と
の

共
生
と
い
う
こ
と
で
あ
りま
す
が
、自
然
環
境

を
保
持
し
な
が
ら
、自
然
条
件
を
生
か
し
た
対

策
を
講
ず
る
こ
と
にな
っ
て
お
り
ま
す
。」
 

＠
社
会
福
祉
協
議
会の
剰
余
金
に
つ
い
て
 

「
社
会
福
祉
協
議
会
の
剰
余
金
で老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
浴槽
及
び
脱
衣
所
を
拡
張
あ
る
い

は
新
築
す
る
考
え
は
な
い
か
。」
 

【答
弁
】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
社
会
福
祉
協議
会
の
収
益
は
、同
協
議
会

が
事
業
と
し
て
行
う
共
「福
祉
事
業
以
外
に使

用
で
き
な
い
と
い
う
指
導
も
ござ
い
ま
す
。
使

用
で
き
る
も
の
は
、
こ
の
お
金
で
少
し
で
も
町

民
の
不
満を
解
消
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」
 

＠
旧
嘉
瀬
山
処
分
場
か
ら
有
害
物
質
排
出
に
係

る
対
応
策
につ
い
て
 

「嘉
瀬
山
処分
場
を
廃
止
で
きな
い
現
状
の

原
因
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
己
 

【
答
弁
】
 

◆
健
康
福
祉
課
長
 

「
喜
良
市
の一
般
廃
棄
物
最
終処
分
場
、こ

れ
と
同
等
の
施
設と
レ
て
改善
レ
な
け
れ
ば廃

止
は
で
きな
い
と
い
う
ふ
う
な
形
にな
っ
て
お

り
ま
す
。そ
の
廃
止
に
む
け
た
事
業
をこ
れ
か

ら
計
画
を
作
っ
て
予
算
化
して
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
お
リま
す
ピ

＠
県
か
ら
こ
の
問
題
に対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

指
導
が
な
さ
れ
た
か
調
査
を
多
く
す
る
な
ど

強
化
す
べ
きで
な
か
った
か
。
 

【答
弁
】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「今
ま
で
の
ご
み
は
い
か
に
して
子
や
孫
に

影
響
谷
い
よ
う
に
、
そ
れ
を
明
け
渡
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
現
地
調
査
を
兼
ねた
基
本
計
画

の
策
定
し
な
が
ら
基
準
数値
を
上
回
る
も
の
は
、
 

整
備
等
を
実
施
する
必
要
があ
る
と
思
いま
す
。」
 

【答
弁
】
 

◆
健
康
福
祉
課
長
 

「
県
の方
で
、
年
一
回
の調
査
で
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
形
であ
っ
た
も
の

で
す
か
ら
、こ
れ
ま
で
ず
っと
年
一
回
の調
査

で
き
た
わ
け
です
。
十
五
年
度
のと
き
に
す
べ

て
の
数値
が
基
準
を
下
回
っ
て
現
在
は
落
ち
着

い
て
い
る
わ
け
です
。」
 

＠
指
定
管
理
者制
度
に
つ
い
て
 

「来
春
四
月
か
ら
、指
定
管
理者
制
度
が発

令
す
る
わ
け
です
が
、
金
木
の直
営
方
式
を
ど
 

ーっ
堅
持
して
い
く
の
か
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
総
務
課
長
 

「
民
間
の
事
業者
に
委
託
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
かと
思
い
ま
す
。
将
来
と
いう
こ
と

に
な
れ
ば
、指
定
管
理
者
制
度
も
適
用
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
判
断
し
て
お
り

ま
す
。」
 

＠
図
書
館
に
つ
い
て
 

「
図
書館
開
館
以
来
の
利
用
状
況
と当
面
の

整
備
目
標
につ
い
て
お
知
らせ
く
だ
さ
い
。」
 

【答
弁
】
 

◆
教
育
次
長
 

「
開
館
した
十
月
が
三
百
一名
、
十
一
月
が

五
百
「干
一
名
の
方
が
利
用
さ
れ
、貸
し
出
す

数
は
、
千
三
百
六
十
四冊
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
の
整
備
は
、四
千
冊
を
目
途
に
整
備
した

い
と
考
え
てお
り
ま
す
。」
 

＠
図
書
館
臨
時職
員
選
定
につ
い
て
 

「
応募
状
況
と
選
定
方
法
につ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
図
書館
臨
時
職
員
の
選
定
に
あ
た
って
は
、
 

書
類
審
査
でア
ル
バイ
ト
の
人
を
決
め
ま
した
己
 

【
答
弁】
 

◆
教
育
次
長
 

「選
定
基
準
は
、九
月
の
町
広
報
誌
お
知
ら

せ
版
に
募
集
人
員
二
名
、
年
齢
十
八
歳
5
三
十

歳
ま
で
と
い
う
内
容
で掲
載
し
、男
性
四
名
、
 

女
性
七
名
計
十
一
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。」
 

＠
斜
陽
館
の
庭
木
囲
い
業
者
につ
い
て
 

「
国
重要
文
化
財
にな
っ
た
斜
陽
館
の庭
木

囲
い
の業
者
選
定基
準
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「庭
木
の
せ
ん
定
と
違い
、
雪
囲
い
です
の

で
、
で
き
る
だ
け
信
用
の
ある
業
者
を選
定
い

た
レ
ま
し
た
。」
 

＠
歴
史
民
俗
資
料
館
の活
用
策
に
つ
い
て
 

「
今
後
の
活用
策
、
具
体
的
な
構
想
を
お
聞

か
せ
願
い
た
い
。」
 

【
答
弁】
 

◆
教
育
長
 

「
週
末の
休
み
の体
験
活
動
、
資
料
館
和
室

を
学
習
会
に活
用
で
き
る
よ
う
に
開
放
。
考
古
、
 

森
林
、
民
俗
関
連
の講
習
会
な
ど
、
広
く
町
民

の
方
々
に
活
用
し
て
いた
だ
け
る
よ
う
に
検
討

し
た
い
。」
 

一
川
口
 
隆
議

員
 

＠
合
併
に
向
け
て
の
農
業
問
題
につ
い
て

イ
、
米
の
振
興
対
策
につ
い
て
 

「
今
年
は
昨年
に
比
ぺ
て
、
米
の
価
格
が一
一

千
円
以
上
大
幅
に下
が
リ
、
収
穫
も
豊
作
と
騒

が
れ
た
わ
り
に
は
、収
穫
は
上
が
ら
ず
、品
質

も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
でし
た
。
一
方
、農
薬
肥

料
等
は
一切
下
が
ら
ず
、農
家
は
ピン
チ
に
立

た
さ
れ
て
い
ます
。
町
の
対
策
を
お伺
い
い
た

し
ま
す
己
 

【
答
弁】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
町
では
、
議
員
各
位
の
ご理
解
に
よ
り
ま

し
て
約
千
二
百5
三
百
万
円
の商
品
券
の
配
布

な
ど
を
レ
て
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、新
し

い
市
に
お
い
て
も
、
で
き
る
な
ら
基
幹
産
業農

家
の
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
明
る
い
兆
し
が見
え

る
よ
う
な
、
私
は
川
口
議
員の
敏
腕
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。」
 

ロ
、
野
菜
等
の
振
興
対
策
につ
い
て
 

「
津
軽
北
部農
協
で
は
、
ト
マ
ト
が
産
地
指

定
さ
れ
て
お
りま
す
。
ナ
ガ
イ
モ
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
キ
ヌ
サ
ヤ
、
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニク
等
に
力
を

入
れ
て
お
り
ま
す
が
、五
所
川
原
市
では
、
野

菜
振
興
に余
り
力
を
入
れ
て
いな
い
よ
う
に
聞

い
て
お
りま
す
が
、町
で
は
、
ど
の
よ
う
な
振

興
対
策
が
あ
る
の
か
お
聞
かせ
く
だ
さ
い
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
農
林
課
長
 

「
野菜
の
軽
量
鉄
骨
ハ
ウ
ス
そ
れか
ら
集
荷
 

骨
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